
2025年乙巳（きのとみ）新たな挑戦を！
今の教育に求められること 校長 永野 俊也

３学期が始まりました。１人の転入生を迎え、全児童 35 名となりました。冬休みを経て、子供たちは
体調を崩していないかな？と気を付けて見ていましたが、とても元気よくスムーズに３学期をスタートし

ています。きっと家族と共に気持ちを新たに新年を迎え、よきお正月を過ごしたのだろうと思いました。

今年の干支は乙巳。乙は、美しく広がる草原 🐍を表し、巳は、 ヘビで成長する度に脱皮する特性から、

生命力や再生の象徴とされます。また哲学者のニーチェは「脱皮できない蛇は死ぬ」という言葉を残して

います。新しい時代の到来に、教育という未来を創る人を育てる仕事に携わっている私たちは、常に研修

し、指導技術を磨き、新しい時代に対応できる子供たちを育てなければならない。そういう思いを新たに

迎える年となりました。

昨年の 10 月、全国の教育に関する最新情報が集まる会が徳島県であり、参加してきました。その中の
講演で、次のような話が特に記憶に残りました。

「海外の高校生に『将来、起業してみたい人』と問うと、７～８割以上が手を挙げる。日本の高校生に

同じ質問をすると、クラスで多くて 2~3 人が遠慮がちに手を挙げる…。日本で 起 業 のことを学びたい

と思ったとき… ICT やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ等技術革新に関しては理系。起業についての学科？経済学部は文系
まるごと学べる学校がない…」そう考えた人たちが集い、文科省の厚い壁を乗り越え、令和５年度に開校

した学校が、徳島県にある 神山まるごと高専 でした。その学校 HPからの抜粋を左下に掲載します。
この学校は、日本を代表する多くの企業の賛同を得て、給付型の奨学金制

度により、授業料が実質無償となるほか、全寮制のその寮費も無料もしくは、

かなりの低額に抑えられ、日本各地から神山という徳島県の過疎の町に学生

たちが集うようになりました。

未来の「モノをつくる力で、コトを起こす人 」

を育てる。そのために次のような人材を求めたい。

・多様な価値観を受け入れ、自分の意見を伝えら

れる人

・情報を適切に処理する思考力がある人

・正解のない問いに対して、独自の解を出せる人

・必要な学習を続ける意欲があり、学んだことを

活かせる人

このほか、高専ですから当然、モノづくりに興味

関心がある人が加わるのですが、上の４つは、今ま

さしく私たちが求めている教育の姿に重なります。

You tube等で、この高専で学ぶ学生たちの姿を見
ると、私たちも頑張らねば。との思いが湧いてきま

した。この高専は併願可能で、里中からも普通に受

験できます。入試問題も HP上に公開されています。
進路について視野を広げ、子供たちと未来を語る

きっかけの一つにしてみてはいかがでしょうか。

学校便り １月号 学校 HP 学校ﾌﾞﾛｸﾞ

薩摩川内市立里小学校 薩摩川内市里町里 1601 TEL 09969-3-2008 里周辺海水温

発 行 令和７年１月１７日 責任者 校長 永野 俊也 21℃(1/5）

１月１１日（土）は、３・４年生が育

てたお米でおにぎり作りを行いました。

７月から米作りの指導をしてくださった

小川豊博さんを講師にお迎えしおにぎり

を作りました。ご飯が炊きあがると、子

供たちは楽しそうにおにぎりを握り、収

穫の喜びを感じながら食べることができ

ました。また、久保田さんから差し入れ

ていただいたきびなごと合わせてちょっ

としたお昼ごはんとなりました。

３日（月）生活リズム指導週間(～９日)
４日（火）全校集会
５日（水）委員会活動
８日（土）土曜授業

１１日（火）建国記念の日
１２日（水）礒餅焼き

クラブ活動（３年生見学）
１４日（金）かのこゆり号来校
２３日（日）天皇誕生日
２４日（月）振替休日
２７日（木）学級 PTA

令和７年度役員話し合い
学校保健委員会

※ 上記日程は予定なので、今後変更の可能
性もあります。

今年度の空き瓶回収の

収益金額は

１４,８２０円
となりました。今後有意

義に活用させていただき

ます。御協力いただいた

皆様、有り難うございま

した。

総務委員会のみなさんが、朝、児童玄関前で呼びかけて
集めた赤い羽根募金のお金を、社
会福祉協議会の方に、お渡ししま
した。

総額は６，７９２円

でした。
御協力ありがとうございました。

12 月の学校だよりで川内４団体連絡協議
会による学校施設への地域貢献活動を、紹介
しましたが、その際水建システム様の社名を

誤って標記しておりました。誠に申し訳ありませんでした。

４回目の学校賞とはいきませんで
したが、今年度は、１年生の中原隼汰
さんが「南九州市教育委員会賞」を受
賞しました。
「にいちゃんの おおそとがりは

あせまみれ」
という素晴らしい作品でした。



今月の付録 （＊ 今回を含め、残り２回となりました。）

甑島の未来に 思いを巡らす 歴史・民俗伝承館 が もし、里にできたら （その１）

里に住んで４年、里小学校創立 150 年という節目の年に赴任したことで、里を中心とする甑島の歴史と文化を学ぶうちに、すっかりその魅力に引き込まれていきました。そして、見えてきた課題に
向き合うため、２年前の夏休みは、熊本大学で社会教育学を学びました。「人口減少化社会の地域において、いかにその伝統文化を継承していくか」という課題に対しは、「関係人口をいかに育てるか」
とその重要性を、150周年記念誌の中に入れ込みました。
そして現在、今年４月オープンの甑ミュージアムの企画委員の一人として関わったことを機に、別な大学に入学し、自然科学、博物学、考古学、民俗学を学ぶようになりました。そこから得た知見

をもとに、最後の２回は、甑島の未来の可能性についてふれていきたいと思います。これからの甑島を担う子供たちや、多くの方に一つのデータとして役立てていただければ幸いです。

市の施策として甑島ツーリズム推進協議会を設立し、さまざまなアセスメント（人ものを客観的に評価・分析すること）を行っています。そしてそこに住む私たちが、それらの魅力ある素材を活用
し、幾重にも重なる魅力あるストーリーを作ることで、多くの交流人口を生み、地域も明るく元気になるのではないか。そういう趣旨のお話です。

例えばの話ですが… 里のサービスセンターは耐震強度のリスクがあるため、施設の有効活用ができません。地域から有効活用についての具体的な提案がないと建て替えも難しいそうです。

もし、ここに甑島すべてのコニュニティーセンターを連結する機能と、歴史・民俗伝承館に類する機能を持った施設ができれば、どんなことが可能となるのか考えてみました。

まず、里中、海星中それぞれの校区で島立ちする子供たちと、各コミュニティーがネットでつながり、応援する態勢をつくる。また、20 歳
の集いを機に、甑島の外にいながら故郷の行事に参画できる故郷応援団（関係人口）を組織し、年代の幅を広げていく。

一方、各コミュニティーでは、島立ち前の子供たちに、伝承したい地域の踊りや、行事の仕込み方等を伝える機会を作る。これらのサイクル
をうまく組み立てれば、里であれば、カズラタテの仕込み等を、里帰りした若者たちが積極的にかかわれるようになると思います。また、

下甑の シャノーノー や ヤンハ踊り 、里の さっこら踊り や 武者踊り 等々、伝承館にデジタルデータとして、その由来や踊り方を収蔵し、
外からアクセス可能とする。もしくは You tube等での配信を行う。現代っ子たちは、授業でダンスを経験していますから、動画があれば習得
はすぐです。伝承を考える際の不安要素が少なくなっていきます。

伝承館では、サービスセンター機能の他、副次機能として老若男女すべての島民が集えるサロン機能を持たせる他、トンボロ芸術祭の入賞作
品をすべてデジタル化し、デジタルミュージアムとして、絵画、写真、書、俳句等を味わえる場として活用する。さらにそれは、自宅にいても
閲覧可能で、それらを活用した様々な教育プログラムを組み立てる。子供たちのよき教材として、薩摩川内市から日本全国へよき学びとして芸
術祭が広く知られ、参加者がどんどん増えて、甑島への関心が高まる。などのストーリーを組み立てることも可能になるのではないでしょうか。

ここで伝承館の博物館機能と交流人口（観光客等）との関係も考察してみます。

甑島の観光客の動線を考えた際、日帰りは、高速船で往復。１泊の場合は、里にフェリーで入り、翌日長浜から帰る。いずれの場合も里が玄
関口となります。

まずここで、甑島の魅力について全体像を把握できる施設を持つことは、雨の日の観光に弱い甑島にとっては大きな強みとなります。そして、

既存の他の施設と連携を図る。例えば、甑島の汽船や主に水産業の歴史は中津の郷土館、自然科学分野は鹿島の甑ミュージアム、体験活動は、青瀬のコミュセン、下甑島の歴史は、手打の歴史資料館
それぞれで役割分担をし、連携することでそれぞれが活性化される。甑島の衣類の歴史という視点を持てば、郷土館のクズタナシ → 手打歴史資料館のビータナシ その収蔵品から、原材料や製法で
ストーリーを作ることができます。

甑大橋が開通し４年半。アフターコロナとなりまもなく１年。そして国際的に円安が続き、海外旅行を控えるようになっている国内の状況から考えると、甑島観光は今がピークなのかもしれません。

同じ鹿児島県のおよそ１年前にユネスコ世界遺産 30 周年となった屋久島を例にすれば、世界遺産に登録されて 15 年程で来島者はピークを迎え、そこから先はどんどん減っています。一度縄文杉に
会って満足した観光客が、今度は奄美等を目指すようになったことなどが原因の一つと考えられます。甑島も、里の武家屋敷を見て、長目の浜、甑大橋、鳥の巣展望所、鹿島断崖、ナポレオン岩、瀬
尾三滝と回って、途中で美味しいものを食べれば、もう満足。次は別なところへ行こう！ と観光客の需要がひと巡りすれば、その先は屋久島と同じように先細っていく可能性があります。

そうならないために、甑島に何度も来たくなる仕掛けが必要ですし、博物館を積極的に機能させると、いくつものストーリーを作ることが可能です。４月にオープンする甑ミュージアムが、まずそ
の役割を担いますが、先にあげた里の歴史・民俗伝承館があるとすれば、館本体としてどのようなストーリーが描けるのか、またそれは甑島に住む人々のアイデンティに、どのような影響を及ぼすの
か、そのミッション（使命）を、ストーリーの例とともに次号に掲載し、このシリーズ全体のまとめとしたいと思います。 （ こんなことができたらの話ですが… [つづく] ）


